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	　 　 (1)　準防火地域の木三に関する建築基準法令の防火規制違反について欠陥を認め(通常有すべき性能の欠如として民570条の「瑕疵」も認定)、売主(施工業者)・建築士・仲介業者に共同不法行為を認めた。
	　 　 　なお、契約責任でなく不法行為責任で認定したのは、慰謝料・弁護士費用を認定する関係か、理由がよくわからないところである。
	　 　 (2)  説明義務違反に関して
	　 　 　契約当時に開口部の法令違反を説明したかについて、「(売主担当者や仲介業者担当者が）透明ガラスが入っていることやトイレが開閉できる窓になっていることを説明したことは認められる」としつつも、「これらが建
	　 　 　そして、原告が契約当時、建託会社に勤務していた事実に関し、被告らが《原告には建築知識があった》旨主張した点については、「これを認めるに足りる証拠はない」と否定した。
	　 　 　また、《仲介業者は瑕疵の調査義務までは負わない》旨の反論について、「(仲介業者)は、(施工業者)から…網入りガラスでなければならないところ透明ガラスとなっていること及び建築確認証と異なる部分のあるこ
	　 　 (3)  補修方法に関して
	　 　 　被告らが《引き違い窓やルーバー窓は開閉できないよう固定すればよい(Ｌ型アングルで固定可能)》と主張した点について、建築指導課担当者の消極意見を建築士の聴取報告書(甲20)で提出したところ、「このよう
	　 　 　もっとも、窓の取替の方法に関して内外壁の部分補修では、防水処理上漏水の危険があること、外観上補修部分が不細工であることを指摘して全面補修を求めていたが、「上記危険性の程度については証拠上明らかでない
	　 　 (1)  木三で設計図書と建物現況が異なり、構造欠陥の存在が危惧されたため、建築確認申請図書一式を確認する必要性があったので、確認検査機関に対する文書送付嘱託申立をしたが、「個人情報にかかる情報開示は
	　 　 (2)　説明義務違反の点については、代理人３名という利点を生かし、きめ細かく当方主張事実の立証と、相手方主張の変遷・矛盾を突いた。判決は、当方主張どおりの事実認定ではなかったものの、実質的な説明がなか
	　 　 (3)  補修に関する技術論は、とにかく井上建築士に徹底的に反論してもらった点が非常に功を奏した。



